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議  事 

○佐藤賃金指導官 

事 務 局 よ り 御 案 内 を い た し ま す 。  

本 日 の 専 門 部 会 は 公 開 と な っ て お り ま す 。そ の た め 冒 頭 の 撮 影 が 予 定 さ れ て お り

ま す 。 冒 頭 の 撮 影 終 了 後 に 開 会 と な り ま す の で よ ろ し く お 願 い し た い と 思 い ま す 。 

そ れ で は 撮 影 の 方 を 可 能 と い た し ま す 。 ど う ぞ 。  

（ 冒  頭  撮  影 ）  

で は 撮 影 は こ こ ま で と さ せ て い た だ き ま す 。  

 

○佐藤賃金指導官 

開 会 前 に 本 日 の 資 料 に つ い て 御 説 明 を し た い と 思 い ま す 。お 手 元 の 会 議 次 第 に 合

わ せ ま し て 資 料 目 次 記 載 の № １ か ら № 4 の 資 料 を お 配 り し て お り ま す 。御 確 認 し て

い た だ き ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。も し 不 足 等 が ご ざ い ま し た ら お 申 し 出 て く

だ さ い 。 よ ろ し い で し ょ う か 。  

そ れ で は 、以 降 の 議 事 進 行 を 中 山 徳 良 部 会 長 に お 願 い を し た い と 存 じ ま す 。よ ろ

し く お 願 い い た し ま す 。  

 

〇 中 山 部 会 長  

皆 様 こ ん に ち は 。 た だ 今 よ り 第 ２ 回 愛 知 県 最 低 賃 金 専 門 部 会 を 開 催 い た し ま す 。

事 務 局 は 委 員 の 出 席 状 況 に つ い て 報 告 し て く だ さ い 。  

 

〇 佐 藤 賃 金 指 導 官  

愛知地方最低賃金審議会 

第２回愛知県最低賃金専門部会 議事録  

日 時 令和 6 年 7 月 29 日(月) 午後 1 時 30 分～午後 4 時 10 分 

場 所 桜華会館 2 階 梅の間  

出 席 者  

( 公 益 代 表 委 員 ) 中山委員、長谷川委員、水野委員 

( 労 働 者 代 表 委 員 ) 安藤委員、寺田委員、松村委員 

( 使 用 者 代 表 委 員 ) 梶原委員、古閑委員、堀江委員 

( 事 務 局 ) 高橋労働基準部長、平井賃金課長、鈴木主任賃金指導官、名倉課長補佐、

佐藤賃金指導官、大口賃金指導官、佐藤監督官、吉田賃金調査員 

議 題 (1) 令和 6 年度愛知県最低賃金の改正について 

(2) その他 
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委 員 の 出 欠 状 況 で ご ざ い ま す が 、公 益 代 表 委 員 は 3 名 全 員 が 御 出 席 、労 働 者 代 表

委 員 は 3 名 全 員 が 御 出 席 、使 用 者 代 表 委 員 は 3 名 全 員 が 御 出 席 と な っ て お り ま す 。

委 員 9 名 全 員 が 御 出 席 さ れ て い ま す 。こ の た め 、最 低 賃 金 審 議 会 令 第 ５ 条 第 ２ 項 に

規 定 す る 定 足 数 、 全 委 員 の ３ 分 の ２ 以 上 又 は 各 側 委 員 の 各 ３ 分 の １ 以 上 の 出 席   

を 満 た し て お り ま す こ と を 併 せ て 御 報 告 申 し 上 げ ま す 。  

 

〇 中 山 部 会 長  

た だ 今 、 事 務 局 よ り 定 足 数 を 満 た し て い る 旨 の 報 告 が ご ざ い ま し た 。  

そ れ で は 、 次 第 に 従 い ま し て 議 事 を 進 め て い き た い と 思 い ま す 。  

議 題 (1)「 令 和 ６ 年 度 地 域 別 最 低 賃 金 の 改 正 に つ い て 」 で す 。 本 日 の 資 料 に つ い

て 、事 務 局 よ り 説 明 が ご ざ い ま す け れ ど も 、そ れ と と も に 中 央 最 低 賃 金 審 議 会 会 長

か ら 厚 生 労 働 大 臣 に 対 し 答 申 さ れ た 内 容 に つ い て の 伝 達 も 併 せ て お 願 い い た し ま

す 。  

 

〇 平 井 賃 金 課 長  

着 座 に て 失 礼 い た し ま す 。  

説 明 の 前 に ま ず 、 厚 生 労 働 省 の 方 か ら 地方最低審議会の審議において委員の皆様に御視

聴いただくよう、中央最低賃金審議会の藤村博之会長からの目安の答申に当たってのビデオメッ

セージが先週金曜日 7 月 26 日の夜に届きました。本来なら 7 月 26 日に開催いたしました目安

伝達の本審議会において視聴いただくことが最良でしたが、送付が間に合わず申し訳ありません

でした。 

本日第 2 回の愛知県最低賃金専門部会において、示された目安を参考にして審議がこれから本

格化していくものと思われますので、その前に、少しお時間を頂いて、この場で皆様に御覧いただ

きたいと思います。 

準備いたしますので、少しお待ちください。 

 

〈ビデオメッセージ視聴〉 

〇藤村中央最低賃金審議会会長 

皆さんこんにちは。中央最低賃金審議会会長の藤村でございます。今日は本年度の目安審議に

ついて皆さんにその審議がより伝わるようにということで、こういう形でビデオメッセージをお

届けすることになりました。これは、令和 5 年 4 月 6 日に取りまとめられました「目安制度のあ

り方に関する全員協議会報告」の中で、目安の位置付け、その趣旨が地方最低賃金審議会の各委員

の皆さんに確実に伝わるようにということで考えられた方法でございます。 

これを受けまして目安の位置付け、趣旨に加えまして、今年度の中央最低賃金審議会において

取りまとめられました令和 6 年度の最低賃金改定の目安について、地方最低賃金審議会の委員の

皆様に直接伝達されるように、私からこういう形でお話をすることになりました。 

この取り組みというのは昨年に続きまして 2 回目となります。御視聴いただく皆様にはこれか

ら本格化する本年度の地方最低賃金審議会の改定に向けた議論にあたり、改めて目安をどのよう

にとらえて参考にしていただきたいのか、また本年の公益委員見解の趣旨について理解を深める
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機会としていただきたいと思います。 

それでは最低賃金の位置付け、考慮要素について先ずはお話をしておきたいと思います。最低

賃金は、最低賃金法第 1 条に規定するとおり、賃金の低廉な労働者について賃金の最低額を保証

することなどを目的とするものであります。通常の賃金とは異なりまして、個別や団体の労使交

渉等で決定されるものではなく、法定の 3 要素を考慮し公労使の最低賃金審議会の答申に基づき

決定されるものになります。 

引上げ額の検討にあたりまして考慮する要素としては、様々なものがありますが、基本的な考

え方を改めて申し上げておきたいと思います。 

まず、最低賃金は、法定の 3 要素であります労働者の生計費、賃金、通常の事業の賃金支払能

力を考慮して定めることとなっております。また、生活保護に係る施策との整合性に配慮するこ

とも法律で決められております。その際、地域間バランスを図る観点から、中央最低賃金審議会で

目安を示すということになっております。また、近年は政府の閣議決定に配意した審議を諮問の

際に求められております。近年の配意内容は、中長期の金額目標と、地域間格差の是正というとこ

ろにございます。 

さらに、目安の位置付けについて申し上げたいと思います。目安は、令和 5 年全員協議会報告

や、令和 6 年度目安小委員会報告に記載をしておりますとおり、「目安は、地方最低賃金審議会

が審議を進めるに当たって、全国的なバランスを配慮するという観点から参考にされるべきもの

であり、地方最低賃金審議会の審議決定を拘束するものではない」ということを改めて申し上げ

ておきたいと思います。 

従って、公労使での真摯な議論の結果、目安どおりとなることもあれば、目安を上回ることも、

あるいは目安を下回ることも十分にありうるというふうに理解をしておいてください。地方最低

賃金審議会におかれては、目安及び公益委員見解で述べている 3 要素のデータに基づく目安決定

の根拠等を十分に参酌し、公労使の三者でしっかりと地域のデータ等の実情に基づいた議論を尽

くした上での決定を心がけていただきたいと思います。 

では次に、令和 6 年度目安のポイントについてお話をしておきたいと思います。今年の目安に

ついても、3 要素のデータに基づき納得感のあるものとなるよう、公労使で 5 回に渡って真摯に

議論を重ねました。3 要素のうち何を重視するかというのは年によって異なります。今年は昨年に

引き続きまして消費者物価が高水準で推移する中、最低賃金の近くで働く労働者の購買力を維持

するという観点から生計費を重視したいと考えました。なお、物価の影響を十分考慮すべきとい

う点については、労使共通の認識でございました。 

3 要素のそれぞれの評価のポイントについてお話をしておきたいと思います。まず、労働者の生

計費についてです。消費者物価指数については、「持家の帰属家賃を除く総合」が、昨年度の地域

別最低賃金が発効した令和 5 年 10 月から令和 6 年 6 月までの期間でみた場合は平均 3.2%とな

っておりまして、前年に引き続き高い水準になっておりました。消費者物価については、基本的に

「持家の帰属家賃を除く総合」を基に議論すべきという共通認識はあるのですが、今年度におい

ては、それに加えて生活必需品を中心とした消費者物価の上昇に伴い、最低賃金に近い賃金水準

の労働者においては、生活が苦しくなっていらっしゃる者もいると考えられる中、食パン、鶏卵な

どの生活必需品を含む「頻繁に購入」する品目の物価上昇率についても考慮して、昨年に引き続き

高い水準となっていることを勘案しました。頻繁に購入する品目というのは、年に 15 回以上の購
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入頻度があるものであるというふうに総務省統計局で定めております。 

最低賃金に近い賃金水準の労働者の購買力を維持するため、最低賃金法に定める労働者の生活

の安定を図る趣旨からも、2 年連続ではありますが、消費者物価を特に重視することが適当である

と考えました。 

次に 3 要素のうち 2 番目、賃金については、企業規模によって賃金上昇率の水準には開きが見

られる一方、企業規模に関わらず昨年を上回る賃金引上げの実施が確認をすることができました。

具体的には、連合及び経団連が公表しております賃上げ率は 33 年ぶりの高い水準となっており

ます。また、30 人未満の企業を対象とした賃金改定状況調査の第 4 表①②のランク計の賃上げ率

についても、最低賃金が時間額のみで表示されるようになりました平成 14 年以降最大値であっ

た昨年度の 2.1%を上回る 2.3%という水準になっておりました。 

最後に 3 つ目、通常の事業の賃金支払能力です。これについては、個々の企業の賃金支払能力

を示すものではないと解されております。これまでの目安審議においても、業況の厳しい産業や

企業の状況のみを見て議論するのではなく、各種統計資料を基に議論を行ってまいりました。 

売上高経常利益率が四半期ごとの数字で令和 5 年は 6～9%程度で推移をしております。また令

和 6 年の第一四半期は 7.1%となっております。従業員一人当たり付加価値額などの他の指標も

高い水準で推移するなど、景気や企業の利益において改善の傾向にあるということを確認いたし

ました。 

一方、大企業と中小企業の間で売上高経常利益率の差が広がっていることや価格転嫁率が示す

ように、賃上げ原資の確保が難しい企業も存在するという状況について資料を充実させて確認を

いたしました。企業規模や価格転嫁の有無で二極化の傾向があるということにも留意をしており

ます。 

こうした 3 要素のデータを総合的に勘案し、特に今年度は消費者物価の上昇が続いていること

から、最低賃金に近い賃金水準の労働者の購買力を維持する観点から、労働者の生計費を重視し

た目安の議論になりました。具体的には令和 5 年 10 月から令和 6 年 6 月の物価上昇率の平均が

3.2%であり、これを一定程度上回ることを考慮しつつ、加えて今年度は特に生活必需品を含む支

出項目に限って見た場合の平均 5.4%の上昇などを勘案する必要があるものと考えたところです。

また、賃上げの流れを非正規雇用労働者や中小企業・小規模事業者にも波及させること、あるいは

最低賃金法の目的にも留意をいたしまして、今年は 5.0%、50 円を基準としてランク別の目安額

を検討することといたしました。 

ランクごとの目安額については、新しい資本主義実行計画などの閣議決定文書において、「地域

別最低賃金の最高額に対する最低額の比率を引き上げる等、地域間格差の是正を図る」とされて

いることも踏まえまして、地域間格差への配慮の観点から少なくとも地域別最低賃金の最高額に

対する最低額の比率を引き続き上昇させていくことが必要と考えました。 

その上で、賃金改定状況調査結果第 4 表①②③における賃金上昇率は C ランク、B ランク、A

ランクの順に高くなっております。さらに消費者物価の上昇率は、C ランクがやや高めに推移を

しております。雇用情勢としては、B・C ランクで相対的に良い状況であるということがデータで

示されています。 

一方で各ランクの目安額については、令和 5 年全員協議会報告に記載の通り、下位ランクの目

安額が上位ランクを上回ることは理論上あり得る。けれども各ランクの引上げ額が同額であった
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場合でも、地域別最低賃金額が相対的に低い地域の引上げ率がより高くなること、また、引上げ額

が増すほど引上げ率がより高くなることについて留意する必要があると考えました。 

これらのことを考慮すれば、A ランク 50 円・4.6%、B ランク 50 円・5.2%、C ランク 50 円・

5.6%とすることが適当であると考えた次第です。 

繰り返しになりますけれども、今年度の目安額は、最低賃金が消費者物価を一定程度上回る水

準である必要があることや、賃金上昇率が増加傾向にあること、地域間格差の是正を引き続き図

ること等を特に考慮して検討されたものであることにも配慮いただきたいと思います。 

この結果仮に目安どおりに各都道府県で引上げが行われた場合は、地域間格差が比率の面で縮

小することになります。ただし、地域間の金額の差についても引き続き注視する必要があると考

えております。 

公益委員見解で参照したデータについては、別添の参考資料としてまとめております。また、こ

れまで目安に関する小委員会で提示した資料には、地域別のものも含まれておりますので、地方

でのデータに基づいた審議に当たって、適宜参考とされたいと思います。 

また、今般の地域別最低賃金額改定の目安は、過去最高の引上げ額になっており、地方最低賃金

審議会の委員の中には、なかなか受け入れがたいとお考えになっておられる方もおられるという

ふうに認識をしております。こうしたことも踏まえ、中央最低賃金審議会の公益委員としても、今

年度の最低賃金の引上げが着実に行われますよう、政府に対して、中小企業・小規模事業者が継続

的に賃上げできる環境整備を行うよう、業務改善助成金に加えて、キャリアアップ助成金など厚

生労働省の助成金についての賃上げ加算等の要望や、中小企業庁の省力化支援の強化、独占禁止

法や下請法の執行強化、価格転嫁についての消費者の理解促進、年収の壁を意識せずに働くこと

ができるように被用者保険の適用拡大等の見直しに取り組むことなどに対する要望を例年以上に

盛り込んだところでございます。 

なお、都市部以外の地域におきましては、小規模事業者がその地域の生活を維持していくため

のセーフティネットとしての役割を果たしているところもあります。従業員の処遇改善と企業の

持続的発展との両立を図ることについての配慮が必要であることを政府に対する要望のところに

記載をしております。 

次に発効日についてです。発効日については 10 月 1 日にこだわらず、賃上げ効果を速やかに

波及させるために前倒しすべきという意見もあれば、引上げの準備のために後ろ倒しすべきとい

う意見があることは承知をしております。 

令和 5 年全員協議会報告において、発効日とは審議の結果で決まるものであることや、発効の

時点を規定する最低賃金法第 14 条第 2 項においても発効日は公労使で議論して決定できるとさ

れていることについて、地方最低賃金審議会の委員に周知することが適当とされております。こ

の趣旨を踏まえまして、丁寧な議論を行っていただきたいと思います。 

最後に以上述べてきたとおり、目安額を示す際に、様々な資料やデータに基づき公労使で真摯

な議論をおこなったところでございます。中央最低賃金審議会及び目安小委員会での議論も参考

に、地方最低賃金審議会においても、地域のデータ等の実情に基づき公労使による建設的で真摯

な議論が行われることを切に期待をしております。中央最低賃金審議会の委員として、地方最低

賃金審議会の審議の結果に引き続き注目をしていきたいと思っております。以上です。今年度も

よろしくお願いいたします。 
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〇 平 井 賃 金 課 長  

以上でビデオの視聴は終了いたします。 

続 き ま し て 資 料 の 方 で す が 簡 単 に 御 説 明 を さ せ て い た だ き ま す 。  

1 ペ ー ジ か ら の 資 料 № .1 で す が 、こ れ は 今 程 会 長 の お 話 に も あ り ま し た「 令 和 6

年 度 地 域 別 最 低 賃 金 額 改 定 の 目 安 に つ い て （ 答 申 ）」 で ご ざ い ま す 。 ３ ペ ー ジ か ら

の 「 公 益 委 員 見 解 」 そ れ と 26 ペ ー ジ か ら の 小 委 員 会 報 告 で ご ざ い ま す が 、 先 般 7

月 26 日 の 審 議 会 に お い て 御 説 明 を さ せ て い た だ い て お り ま す 。  

３ ペ ー ジ 、別 紙 １「 公 益 委 員 見 解 」の 項 目 １ に 引 上 げ 額 の 目 安 の 表 が ご ざ い ま す 。

愛 知 県 を 含 む Ａ ラ ン ク の 引 上 げ 額 目 安 は 50 円 と な っ て い ま す 。  

38 ペ ー ジ の 資 料 № .2 で ご ざ い ま す が 、 こ れ は 先 日 も お 伝 え さ せ て い た だ き ま し

た 「 令 和 6 年 最 低 賃 金 に 関 す る 基 礎 調 査 に 基 づ く 総 括 表 」 で す 。 7 月 26 日 の 審 議

会 に お い て 説 明 さ せ て い た だ い た 同 じ 資 料 は 7 月 17 日 付 け の 暫 定 値 版 で ご ざ い ま

し た が 、 本 資 料 は 7 月 21 日 付 け の 確 定 値 版 と な り ま す 。  

39 ペ ー ジ か ら の 、横 書 き 左 上 に「 総 括 表 (1)」と 記 載 の も の は 全 産 業 に つ い て の

集 計 と な っ て お り ま す 。  

7 月 26 日 本 審 配 布 資 料 か ら わ ず か に 人 数 の 変 動 が あ り ま す の で 、 黄 色 で 色 付 け

し て い ま す 愛 知 県 最 低 賃 金 時 間 額 1,027 円 に 対 す る 未 満 率 0.9％ こ れ に は 変 動 は

ご ざ い ま せ ん 。上 昇 す る 賃 金 額 に 応 じ た 影 響 率 、1,027 円 以 降 の 合 計 欄 に 記 載 さ れ

た カ ッ コ 内 の 数 字 割 合 が 若 干 変 動 し て お り ま す 。 本 資 料 の 数 字 が 確 定 値 と な り ま

す 。  

 45 ペ ー ジ か ら の 、横 書 き 左 上 に 総 括 表 (2)と 記 載 の も の は 、全 産 業 に つ い て の 集

計 で 、 性 別 年 齢 別 表 と な っ て い ま す 。  

 46 ペ ー ジ の 資 料 № ３ 影 響 率 ・ 未 満 率 の 推 移 （ 平 成 26 年 度 ～ 令 和 5 年 度 ） 及 び

50 ペ ー ジ の 資 料 № ４ 最 低 賃 金 引 上 げ 状 況 等 の 推 移（ 愛 知 ）令 和 5 年 度 も 、7 月 26

日 の 本 審 で 配 布 し た 資 料 と 同 じ も の で す 。  

ま た 、別 途 資 料 と し ま し て 、中 央 最 低 賃 金 審 議 会 の 目 安 小 委 員 会 の 4 回 目 と 5 回

目 の 資 料 も 新 た に 添 付 を さ せ て い た だ き ま し た 。ま た 後 程 御 確 認 を い た だ け れ ば と

思 い ま す 。 事 務 局 か ら は 以 上 で す 。  

 

〇 中 山 部 会 長  

た だ 今 、事 務 局 か ら 説 明 が あ り ま し た 内 容 に つ い て 、何 か 御 質 問 等 は ご ざ い ま す

で し ょ う か 。 あ れ ば お 願 い い た し ま す 。 よ ろ し い で し ょ う か 。  

 

（  質 問 等 な し  ）  

 

〇 中 山 部 会 長  

先 日 の 第 １ 回 専 門 部 会 で は 、本 年 度 に お け る 愛 知 県 最 低 賃 金 の 改 正 審 議 に 向 け た

労 使 双 方 か ら の 基 本 的 な お 考 え を 伺 っ て お り ま す 。  



7 

 

本 日 は 中 賃 の 目 安 金 額 も 示 さ れ て お り ま す の で 、改 正 金 額 を 含 め ま し て 、改 め て

労 使 各 側 の お 考 え を ま ず 伺 い た い と 思 い ま す 。  

そ れ で は 、労 働 者 代 表 委 員 の 方 か ら お 願 い し た い と 思 い ま す 。い か が で し ょ う か 。 

 

〇 寺 田 委 員  

労 働 側 代 表 の 寺 田 で す 。 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。 目 安 金 額 に つ い て で す ね 、

ま ず 、中 賃 よ り 目 安 額 が 示 さ れ た こ と で 労 働 側 と し て の 受 け 止 め を 申 し 上 げ さ せ て

い た だ き た い と 思 い ま す 。  

先 週 正 式 に 示 さ れ た の で そ の 受 け 止 め と し て 、本 年 度 中 賃 で 特 に 消 費 者 物 価 の 資

料 の 御 説 明 に あ っ た よ う に 物 価 の 上 昇 が 続 い て い る こ と か ら 労 働 者 の 生 計 費 を 重

視 し た と い う 御 意 見 が 出 さ れ ま し た 。 そ の 目 安 額 は ABC ラ ン ク す べ て 50 円 と い

う 金 額 で 出 て お り ま し た 。引 上 げ 幅 引 上 げ 率 と も に 過 去 最 高 で あ る と い う こ と も お

聞 き し て お り ま し て 、最 低 賃 金 の 引 上 げ の 流 れ が 今 年 度 も 継 続 さ れ て セ ー フ テ ィ ネ

ッ ト と し て の 機 能 が 強 化 さ れ て い る と 捉 え て お り ま す 。  

ま た 、答 申 の 内 容 で 、「 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 の 期 待 等 の 項 目 」に あ り ま す と お り 、

も ち ろ ん 会 長 か ら の メ ッ セ ー ジ と い う こ と で 、地 域 経 済 、雇 用 の 実 態 を 見 極 め つ つ

自 主 性 を 発 揮 す る こ と を 期 待 さ れ て お り 、ま た 今 年 度 の 目 安 は 最 低 賃 金 が 消 費 者 物

価 を 一 定 程 度 上 回 る 水 準 で あ る 必 要 が あ る こ と や 、賃 金 上 昇 率 が 増 加 傾 向 に あ る こ

と 、地 域 間 格 差 の 是 正 を 引 き 続 き 図 る こ と 等 を 特 に 考 慮 し て 検 討 さ れ た も の で あ る

旨 が 記 載 さ れ て お り 、愛 知 に お い て も し っ か り と 状 況 を 把 握 し つ つ 、ふ さ わ し い 地

域 別 最 低 賃 金 が ど う あ る べ き か を し っ か り と 議 論 を 進 め て ま い り た い と 思 い ま す 。 

こ れ ま で も 本 審 に お い て 我 々 は 基 本 的 な 考 え を お 伝 え し て き た と お り で ご ざ い

ま す 。  

そ の 中 で も 我 々 と し て 物 価 上 昇 、賃 上 げ の 流 れ 、実 質 賃 金 も 考 慮 し つ つ 、本 審 の

1 回 目 で も お 示 し さ せ て い た だ い た 連 合 リ ビ ン グ ウ ェ イ ジ の 愛 知 版 に よ り 算 出 し

た 1,100 円 を 基 準 に 審 議 に 臨 ん で い き た い な と 思 っ て い ま す 。 し っ か り と 実 情 も

踏 ま え つ つ こ ち ら を 軸 に 臨 ん で ま い り た い と い う こ と で よ ろ し く お 願 い い た し ま

す 。 以 上 に な り ま す 。  

 

〇 中 山 部 会 長  

は い 、あ り が と う ご ざ い ま し た 。続 き ま し て 、使 用 者 代 表 委 員 の 方 か ら お 願 い し

た い と 思 い ま す 。  

 

〇 梶 原 委 員  

は い 、私 の 方 か ら 、基 本 的 な 考 え 方 は 前 回 申 し 上 げ た 通 り と い う と こ ろ な の で す

け れ ど も 、今 回 過 去 最 大 の 引 上 げ 幅 50 円 と い う よ う な こ と を 示 さ れ た と い う こ と

に 対 し ま し て は 大 き な 懸 念 を も っ て 受 け 止 め て い る と い う の が 正 直 な と こ ろ で ご

ざ い ま す 。 申 し 上 げ る ま で も な い で す け れ ど も 、 企 業 を め ぐ る 課 題 、 海 外 の 問 題 、

不 安 定 な 海 外 情 勢 、物 価 上 昇 、様 々 な 課 題 が ま だ ま だ 解 決 さ れ て い な い と い う よ う
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な 状 況 の 中 で 今 年 の 春 は や む を 得 な く 賃 上 げ を 実 施 し ま し た 。い わ ゆ る 防 衛 的 な 企

業 が た く さ ん い る と い う よ う な 事 実 を 踏 ま え ま す と 、 今 回 大 幅 な 引 上 げ が 特 に 中

小 、小 規 模 企 業 に 与 え る 影 響 、事 業 の 継 続 、そ れ か ら 雇 用 、ひ い て は 地 域 経 済 と い

う よ う な と こ ろ で 大 き な 影 響 を 与 え る の で は な い か と い う よ う な こ と で 懸 念 を 持

っ て い る と い う よ う な と こ ろ で ご ざ い ま す 。  

我 々 使 用 者 側 と い た し ま し て も 最 低 賃 金 を 引 上 げ る 必 要 性 、重 要 性 と い う の は 勿

論 理 解 は し て い る ん で す け れ ど も 、や は り こ う い っ た 賃 金 を 引 上 げ る と い う も の に

つ い て は 企 業 の 生 産 性 向 上 そ れ か ら 経 営 改 善 に よ っ て 原 資 を 確 保 す る こ と が ま ず

前 提 と 、そ し て そ れ に 見 合 う 適 正 な 引 上 げ 額 は い く ら な の か と い う よ う な こ と を 丁

寧 に 議 論 を し て い く 必 要 が あ る の で は な い か な と い う ふ う に 思 っ て お り ま す 。  

従 い ま し て 賃 金 、春 の 賃 上 げ の 状 況 、物 価 さ ま ざ ま な 状 況 、客 観 的 で 精 度 の 高 い

デ ー タ を 根 拠 に し な が ら 、今 年 度 ど う い っ た 形 の 引 上 げ を し て い く の か と い う よ う

な こ と を 判 断 し て い き た い と い う ふ う に 考 え て お り ま す 。よ ろ し く お 願 い を い た し

ま す 。  

 

〇 中 山 部 会 長  

あ り が と う ご ざ い ま す 。こ ち ら の 資 料「 経 協 REPORT」の 説 明 を し て も ら っ て よ

ろ し い で す か 。  

 

〇 梶 原 委 員  

分 か り ま し た 。そ れ で は 本 日 配 付 し ま し た 資 料 に つ い て 御 説 明 い た し ま す 。こ の

内 容 は 前 回 も 若 干 説 明 さ せ て い た だ き ま し た け れ ど も 、我 々 が 毎 回 春 の 賃 上 げ の 状

況 と い う よ う な こ と で 、そ こ は 一 番 重 視 し ま す よ と い う よ う な こ と を 申 し 上 げ て お

り ま す け れ ど も 、今 お 配 り し て あ る 資 料 と い う の は 、私 ど も 愛 知 県 経 営 者 協 会 の ほ

う で 今 年 の 春 賃 上 げ は ど う だ っ た か と い う よ う な こ と で す 。  

真 ん 中 の 四 角 で 囲 っ て あ る と こ ろ で す ね 、額 で い き ま す と 13,370 円 、ア ッ プ 率

が 4.71%と い う よ う な こ と で 、 こ れ は 全 体 の 数 字 で ご ざ い ま す 。  

我 々 が も う 少 し 重 視 し て い る と こ ろ と い う こ と で 、 こ の 4.71%の も う 少 し 中 身

を 分 解 す る と い う こ と に な り ま す と 、 ペ ー ジ を め く っ て い た だ き ま し て 2 枚 め く

っ て い た だ い た 図 表 5 の 1、 5 の 2 を 御 覧 い た だ き た い と 思 い ま す 。  

図 表 5 の 1、5 の 2 は 、ベ ー ス ア ッ プ は ど う な の か と い う よ う な と こ ろ で す 。こ

れ ま た 申 し 上 げ る ま で も な い と 思 い ま す け れ ど も 、最 低 賃 金 の 引 上 げ 、こ れ は ベ ー

ス ア ッ プ の 額 の 範 囲 の 中 で や る と い う の が 原 則 に な り ま す の で 、じ ゃ あ ベ ー ス ア ッ

プ は ど れ だ け の 企 業 が 実 施 し た の か と い う よ う な こ と を 見 ま す と 、 75%と い う こ

と で 、 こ れ は 図 表 5 の 1 で す 。 こ れ は 昨 年 よ り 若 干 プ ラ ス に な っ て お り ま す 。  

じ ゃ あ 率 は ど う な の か と い い ま す と 図 表 5 の 2 に な り ま す 。 3.09%、 全 体 で は

4.71%あ り ま す け れ ど も 、ベ ー ス ア ッ プ の 数 字 を 見 ま す と 3%ち ょ っ と と い う こ と

に な り ま す の で 、こ れ が 実 際 の ベ ー ス ア ッ プ 、最 低 賃 金 の 引 き 上 げ る 原 資 に な り ま

す の で 、こ う い っ た と こ ろ を 我 々 と し て は き ち ん と 精 査 し な が ら 議 論 し て い き た い



9 

 

と い う ふ う に 思 っ て お り ま す 。 以 上 で す 。  

 

〇 中 山 部 会 長  

あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

た だ 今 、労 使 双 方 の 委 員 の 方 か ら お 考 え を 伺 い ま し た 。今 後 こ れ か ら 先 議 論 を 進

め て い き た い と 思 っ て お り ま す け れ ど も 、い っ た ん 専 門 部 会 は 休 会 と さ せ て い た だ

き ま し て 、控 室 で 打 合 せ を 行 い た い と 思 う の で す が 、い か が で し ょ う か 。よ ろ し い

で し ょ う か 。  

 

（  異 議 な し  ）  

 

〇 中 山 部 会 長  

そ れ で は 、 本 専 門 部 会 を 一 旦 休 会 と さ せ て い た だ き ま す 。  

 

（  一 旦 休 会  ）  

 

〇 中 山 部 会 長  

そ れ で は 、 専 門 部 会 を 再 開 い た し ま す 。  

た だ 今 、最 低 賃 金 の 金 額 改 正 に 向 け 、個 別 の 打 合 せ が 行 わ れ ま し た の で 、労 使 双

方 か ら 金 額 改 正 に 向 け た 検 討 内 容 等 を 改 め て 御 意 見 を お 伺 い し た い と 思 い ま す 。ま

ず 、 労 働 者 代 表 委 員 の 方 か ら お 願 い し ま す 。  

 

〇 寺 田 委 員  

労 側 の 寺 田 で す 。 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。 打 合 せ あ り が と う ご ざ い ま し た 。 

打 合 せ で お 伝 え さ せ て い た だ い た 内 容 に つ い て 簡 単 に お 伝 え さ せ て い た だ き ま

す 。  

ま ず 我 々 と し て は 、先 ほ ど 申 し 上 げ た よ う に 連 合 リ ビ ン グ ウ ェ イ ジ 愛 知 版 に よ り

算 出 し ま し た 1,100 円 と い う こ と と 、 本 審 等 で 御 意 見 を い た だ い て い る 1,500 円

と い う 御 意 見 も 考 慮 し つ つ 、 我 々 が 算 出 し た 1,100 円 を 中 心 に お 話 さ せ て い た だ

き ま し た 。 ま ず は こ の 考 え を お 伝 え さ せ て い た だ き ま し た と い う こ と で あ り ま す 。 

し か し 公 益 の 皆 さ ん と お 話 し て い る 中 で 、愛 知 の 実 情 を 考 慮 し て い た だ き た い な

と い う こ と も あ り ま し て 、物 価 高 と か 実 質 賃 金 も お 話 を 聞 い た う え で 、今 の 現 状 で

1,100 円 で い く こ と と い う の は ち ょ っ と 難 し い か な と い う こ と で も あ り ま す の で 、

改 め て 50 円 の 目 安 と い う と こ ろ で 、我 々 と し て ど の よ う な 考 え か と い う の を お 伝

え さ せ て い た だ き ま し た と い う こ と で あ り ま す 。  

そ こ で い き ま す と 、我 々 と し て は や っ ぱ り 大 切 に し て い る の は 、春 闘 の 結 果 も 一

つ 大 切 に し て い る と い う こ と で あ り ま す の で 、 今 年 の 連 合 愛 知 の 春 闘 結 果 が 5.27

と い う 結 果 で あ り ま し て 、こ れ は 全 国 的 に も や っ ぱ り 全 国 の 平 均 よ り も 高 い 状 況 で

あ り ま す の で 、 そ ち ら の 方 を 軸 に 考 え さ せ て い た だ い て 、 1,027 円 の 賃 金 に こ の
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5.27 を 掛 け て 54 円 と い う 形 で お 示 し さ せ て い た だ き ま し た 。  

そ し て そ の 後 、考 え 的 に は や っ ぱ り 現 状 全 国 的 に は 賃 上 げ の 結 果 は 良 か っ た の で

す け れ ど も 、A ラ ン ク の 中 で 見 ま す と や っ ぱ り 東 京 、神 奈 川 、関 東 圏 で い う と 埼 玉 、

千 葉 そ う い っ た と こ ろ に 人 が 流 れ て 行 っ て し ま う と 、あ と 大 阪 も そ う で す け れ ど も

流 れ て 行 っ て し ま う と い う と こ ろ を 是 非 歯 止 め を き か せ な い と い け な い と い う こ

と で あ り ま す の で 、や っ ぱ り そ の A ラ ン ク の と こ ろ に 追 い つ け 、追 い 越 せ じ ゃ な い

で す け れ ど も 、そ う い っ た と こ ろ の 意 味 合 い も 含 め て 54 円 と い う ふ う に さ せ て い

た だ い て い る と い う 状 況 で あ り ま す 。 50 円 の 目 安 に し た と き に 、 賃 上 げ の 状 況 と

流 出 の 観 点 か ら も 、今 の と こ ろ 54 円 と い う こ と で さ せ て い た だ い て お り ま す 。 簡

単 で す が 以 上 と な り ま す 。  

あ と は お 伺 い し て い る 中 で 、質 問 事 項 と し て は 使 側 の 皆 さ ん が よ く 言 わ れ る 賃 上

げ の と こ ろ は 、最 低 賃 金 は 固 定 の と こ ろ で あ っ て 、後 は 各 使 側 の 経 営 の 判 断 に 任 せ

る と い う こ と で あ り ま す の で 、 生 産 性 の 向 上 と 合 致 す る と い う こ と も あ り ま す し 、

法 定 の 最 低 賃 金 で あ る と い う こ と で あ り ま す の で 、お 伺 い し た い の は 生 産 性 向 上 に

つ い て で す ね 、ど う い う 取 り 組 み を さ れ て い る の か と い う と こ ろ は お 聞 か せ く だ さ

い と い う こ と で 御 質 問 さ せ て い た だ い た と い う 状 況 で あ り ま す 。 以 上 と な り ま す 。 

 

〇 中 山 部 会 長  

あ り が と う ご ざ い ま し た 。 続 き ま し て 、 使 用 者 代 表 委 員 の 方 か ら お 願 い し ま す 。 

 

〇 梶 原 委 員  

公 使 の 二 者 会 談 の 内 容 で す け れ ど も 、今 労 側 の 委 員 の 方 が お っ し ゃ っ た よ う な 話

に 加 え つ つ 、 御 説 明 を さ せ て い た だ い た と い う よ う な と こ ろ で す 。  

我 々 と し ま し て は 先 ほ ど の 冒 頭 の 回 で も 申 し 上 げ ま し た け れ ど も 、 今 回 の 目 安

50 円 と い う の は 非 常 に 高 い 数 字 で あ る 、 課 題 が 山 積 し て い る 中 で こ こ ま で の 引 上

げ は 難 し い と い う よ う な こ と を 申 し 上 げ た と い う よ う な と こ ろ で 、具 体 的 に は 私 ど

も も 春 の 賃 上 げ の 状 況 に つ い て 重 視 し て い る よ と 言 う よ う な こ と な ん で す け れ ど

も 、先 ほ ど 労 側 の 委 員 の 方 か ら で す け れ ど も 、連 合 愛 知 さ ん の 調 査 で は 5%を 超 え

て い る と 、5.27%と い う よ う な お 話 で し た け れ ど も 、私 共 、愛 知 県 経 営 者 協 会 の 調

査 で は 4.71%、 こ れ は 先 ほ ど 申 し 上 げ た と お り で す 。 も う 一 つ こ れ は 愛 知 県 で す

け れ ど も 、愛 知 県 の 労 働 局 が 調 査 し て い る デ ー タ 、こ れ は 4.8%と い う こ と で 、行

政 が 調 査 し て い る 調 査 4.8 で す の で 、こ れ は 私 共 の 調 査 と ほ ぼ ほ ぼ 同 じ よ う な 状 況

と い う よ う な こ と で す の で 、こ こ ら へ ん が 上 限 な の か な と 、こ れ 以 上 と な る と 非 常

に 難 し い 状 態 で あ る の か な と 、参 考 に す る 数 字 と し て は こ こ ら 辺 を 見 て い く べ き で

は な い の か な と い う ふ う に 思 っ て お り ま す 。  

そ れ か ら 関 東 圏 、関 西 圏 、人 が 取 ら れ て い る と い う よ う な 状 況 は 、ま あ 一 部 で は

そ う い う こ と が あ る の か な と い う ふ う に 思 い ま す け れ ど も 、そ こ ら 辺 の と こ ろ は 確

か に そ う い う ふ う に 言 わ れ ま す が 、特 に 大 卒 と か そ う い っ た 方 々 が 関 東 圏 、関 西 圏

に 人 が 取 ら れ て い る と い う 状 況 と 最 低 賃 金 の 関 係 が ち ょ っ と 明 ら か に な っ て い な
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い し 、そ こ ら 辺 の 理 由 は わ か ら な い と い う よ う な こ と も あ り ま す の で 、一 般 的 に は

一 定 レ ベ ル 以 上 の ス キ ル を 持 っ た 方 と い う の は 確 か に 東 京 の 方 に 行 く 傾 向 が 強 い

の か な と 思 っ て い ま す 。そ う な っ て く る と 最 低 賃 金 の 問 題 で も な く 、賃 金 も 含 め て 、

働 き 方 、そ し て 実 際 に や り た い 仕 事 、そ う い っ た よ う な 関 係 か ら 関 東 の 方 の 仕 事 と

し て や り が い を 感 じ る 人 が い る と い う 方 が 一 定 レ ベ ル 以 上 い る ん じ ゃ な い か な と 、

そ う い う よ う な こ と も 感 じ ら れ ま す の で 、最 低 賃 金 と い う 関 係 が も し あ る の で あ れ

ば 、 そ こ を お っ し ゃ っ て い た だ け れ ば な と い う ふ う に 思 い ま す 。  

最 後 に 労 働 生 産 性 に 関 す る 取 組 み な ん で す け れ ど も 、企 業 に お い て は 当 然 生 産 性

を 上 げ る 、そ れ に よ っ て 付 加 価 値 を 高 め る 、そ れ に よ っ て 労 働 者 、株 主 、投 資 そ れ

か ら 財 務 と い ろ ん な 形 で 付 加 価 値 を 高 め よ う と し て い ま す 。そ の 生 産 性 を 上 げ る た

め に 大 き く 分 け て 二 種 類 あ る と 思 っ て い て 、一 つ は 社 内 で の 取 り 組 み 、こ れ は い わ

ゆ る 働 き 方 改 革 と い う よ う な と こ ろ で 、労 働 投 入 で す ね 、労 働 時 間 を 短 縮 す る よ う

な 動 き を す る と い う こ と で す ね 、働 き 方 改 革 に よ っ て 、そ れ か ら デ ジ タ ル 化 と い う

よ う な と こ ろ で 、ロ ボ ッ ト 化 を し て ル ー チ ン 作 業 を 無 く し 、ル ー チ ン 作 業 を し て い

た 人 に は よ り 創 造 性 の 高 い 付 加 価 値 が 高 く な る よ う な 業 務 を し て も ら っ て 、利 益 を

拡 大 し て も ら う よ う な 、付 加 価 値 を 拡 大 し て も ら う よ う な 働 き 方 に 変 え て い っ て い

た だ く と い う の が 社 内 で の 取 組 み 、こ れ は 自 ず か ら ど う し て も 社 内 で は 限 界 が ご ざ

い ま す 。  

や は り こ れ か ら 我 々 が 非 常 に 注 目 し て い る の は 、社 外 い わ ゆ る サ プ ラ イ チ ェ ー ン

の と こ ろ で 、適 切 な 、前 か ら 申 し 上 げ て い ま す け れ ど も 、原 材 料 費 が 上 が っ て く る

こ と に 対 す る 価 格 転 嫁 が で き て い る の か 、付 加 価 値 を サ プ ラ イ チ ェ ー ン 全 体 で 適 切

に 分 配 さ れ て い る の か と い う よ う な こ と に 対 し て は 、や は り こ れ は 対 外 的 な 社 外 の

問 題 に な り ま す の で 、な か な か う ま く い か な い と い う の が 現 状 だ と 思 い ま す 。こ こ

2～ 3 年 そ う い っ た 意 識 が 強 い で す の で 、 い わ ゆ る 元 請 け の 企 業 さ ん 、 発 注 先 も 意

識 が 強 く な っ て い ま す の で 、 2～ 3 年 前 に 比 べ れ ば そ う い っ た 話 し 合 い の 場 が 増 え

て い る と 聞 い て い る し 、実 効 も 少 し ず つ 上 が っ て い る と い う ふ う に は 聞 い て お り ま

す け れ ど も 、 じ ゃ あ 今 年 の 賃 上 げ の 4%、 5%全 て カ バ ー で き た の か と い う と 、 調

査 に よ っ て も 2 割 ぐ ら い の 企 業 さ ん は 一 切 反 映 で き な か っ た と い う よ う な 実 績 が

残 っ て い ま す の で ま だ ま だ 道 は 半 ば で は な い の か な と 思 っ て い ま す 。  

そ の 打 開 策 と し て 、具 体 的 な 取 り 組 み と し ま し て は 、い わ ゆ る パ ー ト ナ ー シ ッ プ

構 築 宣 言 と い う の を 経 産 省 が さ れ て い ま す の で 、そ れ を 行 政 、そ れ か ら 我 々 経 済 団

体 、勿 論 連 合 さ ん も で す け れ ど も 、一 体 に な っ て 、そ の 宣 言 に 対 し て 企 業 さ ん が 積

極 的 に 取 り 組 み ま し ょ う と い う 動 き を し て い ま す 。経 営 者 協 会 も ま ず そ の 宣 言 に 名

前 を あ げ て い た だ い て 、経 営 者 の 意 識 も 持 っ て い た だ い て 、そ れ か ら 具 体 的 に 各 企

業 に 話 合 い に 入 っ て も ら っ て 具 体 的 な 実 効 性 を 上 げ る と い う よ う な 動 き を 我 々 と

し て も 今 フ ォ ロ ー し て い る よ う な 段 階 で す 。繰 り 返 し ま す け れ ど も 、社 内 で の 取 り

組 み 、社 外 で の 取 り 組 み と い う よ う な 両 面 で 今 生 産 性 向 上 に 向 け た 活 動 を 今 一 生 懸

命 に や っ て い る 状 況 で す が 、現 状 は な か な か 厳 し く ま だ ま だ 道 半 ば の 状 況 で す 。特

に 中 小 、小 規 模 事 業 者 と い う の が ま だ ま だ 実 効 性 が 上 が っ て い な い と い う の が 現 実
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だ と い う ふ う に 我 々 は 判 断 し て い る と い う よ う な 状 況 で す 。 以 上 で す 。  

 

〇 中 山 部 会 長  

は い 、あ り が と う ご ざ い ま し た 。同 じ く 御 質 問 に つ い て 聞 い て お き た い こ と が あ

れ ば 、 い か が で す か 。  

 

〇 安 藤 委 員  

今 、梶 原 委 員 の 方 か ら 、流 出 の 件 に つ い て 御 意 見 を 頂 い た の で す け れ ど も 、そ の

中 で 移 動 に 関 し て 賃 金 の 関 係 性 と い う の は ち ょ っ と 言 え な い の じ ゃ な い か と 、一 定

レ ベ ル の 一 定 程 度 の 技 術 レ ベ ル を 持 っ た 人 が 移 動 し て い る の じ ゃ な い か と お っ し

ゃ ら れ て い た の で す が 、 さ っ き ち ょ っ と 資 料 を 調 べ ま し て 、 愛 知 県 が 出 し て い る 、

「 愛 知 県 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 成 総 合 戦 略 2023-2027」 と い う 資 料 の 中 で は 、 若

手 の 方 で 一 般 男 女 と も に 15～ 19 歳 の 方 、 20～ 24 歳 の 方 は 、 一 旦 流 入 が そ れ な り

に 増 え て い る の で す ね 、愛 知 県 の 方 に 。そ こ は 多 分 大 学 で 愛 知 県 に 入 ら れ た 方 、若

し く は 就 職 で 愛 知 県 に 入 ら れ た 方 が 流 入 し て い る と 見 る こ と が で き ま す 。  

た だ 、そ の 後 に 25～ 29 歳 に な る と 男 女 と も に ガ ク ッ と 流 出 し て い く と い う こ と

に な り ま す 。こ の 若 手 の 方 が 流 出 し て い る と い う こ と を 考 え る と 、こ れ 一 定 程 度 の

技 術 レ ベ ル を 持 っ た 方 で は な い ん じ ゃ な い か と い う ふ う に 私 た ち は 見 て い ま し て 、

こ れ は 賃 金 の と こ ろ が 若 手 の 流 出 に つ な が っ て い る ん じ ゃ な い か と い う ふ う に 私

た ち は 考 え ま す 。  

逆 に 働 き 方 や や り が い が 流 出 の 原 因 に な る と し た 資 料 も な い わ け で す か ら 、若 手

の 方 が こ れ だ け 流 出 し て い る と い う こ と を 考 え る と 、ど ち ら か と い う と こ れ は 賃 金

に 差 が つ く の で は な い か な と 私 た ち は 思 っ て い ま す 。  

ま た 、 同 じ A ラ ン ク の 中 で も 東 京 、 神 奈 川 、 大 阪 、 埼 玉 、 千 葉 は 全 て 2022 年 、

2023 年 共 に 転 出 よ り 転 入 の 方 が 多 い 。 結 果 、 愛 知 県 の み 転 出 が 多 い と い う 状 況 に

な っ て お り ま す の で 、 こ こ も や は り A ラ ン ク の 中 で も 低 い 賃 金 と い う と こ ろ が 影

響 し て い る の じ ゃ な い か と い う ふ う に 思 い ま す が 、こ れ に つ い て は ど う 思 わ れ る か

お 聞 き し た い と 思 い ま す 。  

 

〇 中 山 部 会 長  

御 質 問 が 出 ま し た け れ ど も 、資 料 を 確 認 し て い な い の で 、次 回 の 冒 頭 に で も お 答

え い た だ い て も 結 構 で す が 、 い か が で す か 。  

 

〇 梶 原 委 員  

人 の 流 出 と い う の は 、勿 論 賃 金 と い う の は 割 合 と し て 高 い か も 知 れ ま せ ん け れ ど

も 、こ こ で あ く ま で も 議 論 し て い る の は 最 低 賃 金 の 話 で あ っ て 、人 の 流 出 に 係 る 問

題 と い う の は 、企 業 の い ろ ん な 最 低 賃 金 の こ と で は な く 、会 社 と し て い く ら 払 え て 、

そ れ に 対 す る 事 前 の 価 値 と し て 獲 得 し て き た も の も 含 め て 、そ の よ う な 働 き 方 と か

将 来 の や り が い と か 、キ ャ リ ア の 問 題 と か い ろ い ろ 入 っ て く る か と 思 い ま す け れ ど
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も 、そ う い っ た も の も 含 め て の 話 だ と 思 い ま す の で 、決 し て 賃 金 だ け が 問 題 で は な

い と い う の は そ う い っ た こ と を 申 し 上 げ て お り 、最 低 賃 金 を 引 き 上 げ る こ と で 流 出

が 止 ま る か と 、極 端 な こ と を 言 え ば 、賃 金 で は な く 働 き 方 、や り が い で は な い か と

い う 問 い か け で ご ざ い ま す の で 、 そ こ ら へ ん は 御 理 解 い た だ き た い と 思 い ま す 。  

 

〇 中 山 部 会 長  

い か が で す か 。 時 間 も あ れ で す け れ ど も 。  

良 か っ た ら も う 一 回 ぐ ら い 、 は い 。  

 

〇 安 藤 委 員  

賃 金 だ け が 、人 を 雇 う 、人 を 受 け 入 れ る 、そ こ で 働 く た め の キ ー ワ ー ド で は な い

と い う こ と は 重 々 承 知 を し て お り ま す が 、賃 金 が 大 き く 係 る ん じ ゃ な い か と い う こ

と で 一 旦 デ ー タ を 踏 ま え て 話 す こ と に さ せ て い た だ き ま し た 。問 題 点 な ど が 生 じ た

時 点 で 問 題 提 起 し て い き た い と 思 い ま す の で よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

〇 中 山 部 会 長  

は い 分 か り ま し た 。ま た 次 回 デ ー タ を お 出 し い た だ く と い う こ と で 、今 梶 原 さ ん

か ら あ っ た よ う な 発 言 も 踏 ま え て よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

今 労 使 双 方 か ら 御 意 見 を い た だ き ま し た け れ ど も 、た だ 残 念 な が ら 一 致 に は 至 っ

て お り ま せ ん の で 、専 門 部 会 に つ き ま し て は 継 続 審 議 と さ せ て い た だ き た い と 思 い

ま す 。  

次 回 は 3 回 目 と な り ま す の で 、労 使 双 方 の 御 協 力 を 賜 り な が ら 審 議 を 行 っ て 部 会

報 告 を 取 り ま と め た い と 思 っ て い ま す の で 御 協 力 の 程 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。 

次 に 議 題 (2)そ の 他 に 入 り ま す が 、 労 使 各 側 か ら 何 か ご ざ い ま す で し ょ う か 。 よ

ろ し い で し ょ う か 。  

 

〇 中 山 部 会 長  

で は 、 事 務 局 の 方 か ら 連 絡 等 あ れ ば お 願 い い た し ま す 。  

 

〇 鈴 木 主 任 賃 金 指 導 官  

次 回 、 第 3 回 目 の 日 程 に つ い て 御 説 明 さ せ て い た だ き ま す 。  

次 回 7 月 31 日 水 曜 日 、 午 後 1 時 30 分 よ り 、 本 日 と 同 じ 桜 華 会 館 2 階 梅 の 間 に

て 開 催 い た し ま す の で 、御 参 加 の 程 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。事 務 局 か ら は 以 上

で す 。  

 

〇 中 山 部 会 長  

た だ 今 の 事 務 局 か ら の 連 絡 に 対 し 、 何 か 御 質 問 が あ れ ば お 願 い い た し ま す 。  

 

（  質 問 等 な し  ）  
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〇 中 山 部 会 長  

よ ろ し い で し ょ う か 。 他 に 何 か ご ざ い ま す で し ょ う か 。  

そ れ で は 以 上 を も ち ま し て 、本 日 の 議 事 は 全 て 終 了 し ま し た の で 、専 門 部 会 は 閉

会 と い た し ま す 。 本 日 は 、 お 疲 れ さ ま で し た 。 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 

 

(令和 6 年 7 月 29 日)第２回愛知県最低賃金専門部会 議事録 

 


